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1 

は
じ
め
に

１�　

昨
年
も
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
、
菅
内
閣

総
理
大
臣
の
辞
任
、
衆
議
院
議
員
選
挙
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年
と

は
ど
ん
な
年
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
ま
さ
に
コ
ロ

ナ
禍
２
年
目
と
い
う
年
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

２�　

私
は
、
弁
護
士
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
か

ら
の
法
律
相
談
の
み
な
ら
ず
、
民
間
団
体
（
民

間
企
業
）
か
ら
も
法
律
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、

昨
年
１
月
早
々
に
、
あ
る
社
会
福
祉
法
人
か
ら

法
律
相
談
を
受
け
た
。

３�　

法
律
相
談
の
内
容
は
、
弁
護
士
と
し
て
守
秘

義
務
が
あ
る
の
で
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
言
え
ば
、

⑴�　

当
該
法
人
が
設
置
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
、
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
複

数
の
入
所
者（
高
齢
者
）が
死
亡
し
た
。

⑵�　

地
方
公
共
団
体
の
指
導
も
あ
っ
て
、
遺
族
へ

の
説
明
会
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。

⑶�　

つ
い
て
は
、
法
律
家
の
立
場
か
ら
ど
ん
な
点

に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

４�　

私
は
、
弁
護
士
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
、

法
律
以
前
の
問
題
と
し
て
、
人
間
と
人
間
と
の

関
係
の
基
本
は
信
頼
関
係
で
あ
り
、
⑴
「
至
誠

天
に
通
ず
る
」
こ
と
を
信
じ
て
、
誠
意
を
も
っ

て
対
応
す
る
こ
と
、
⑵
決
し
て
嘘
を
つ
か
な
い

こ
と
の
２
点
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
と
と
も
に
、
⑶
人
間
に
と
っ
て
身
内
の

死
は
ま
さ
に
重
大
事
で
あ
り
、
身
内
の
死
に
直

面
し
た
人
に
対
す
る
上
手
な
対
応
法
な
ど
存
在

し
な
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
の
で
あ
る
。

５�　

そ
の
後
、
当
該
法
人
か
ら
説
明
会
が
終
了
し

た
こ
と
の
報
告
は
あ
っ
た
も
の
の
、
訴
訟
や
ト

ラ
ブ
ル
に
発
展
し
た
と
の
話
は
な
い
の
で
あ

り
、
い
さ
さ
か
自
慢
め
く
が
、
私
の
上
記
ア
ド

バ
イ
ス
は
適
切
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
次

第
で
あ
る
。

６�　

な
お
、
私
に
与
え
ら
れ
た
命
題
は
、
市
長
会

の
「
法
令
相
談
室
か
ら
令
和
３
年
を
振
り
返
っ

て
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
の
で
、
地
方
公
共
団

体
と
し
て
令
和
３
年
に
出
さ
れ
た
最
高
裁
判
決

（
判
例
）
に
つ
い
て
、
読
ん
で
、
知
っ
て
お
く
べ

き
最
高
裁
判
決（
決
定
）と
し
て
、
①
最
高
裁
令

和
３
年
２
月
24
日
大
法
廷
判
決
（
那
覇
市
孔
子

廟
住
民
訴
訟
事
件
）、
②
最
高
裁
令
和
３
年
３

月
２
日
第
三
小
法
廷
判
決
（
栃
木
県
補
助
金
不

当
利
得
返
還
請
求
事
件
）、
③
最
高
裁
令
和
３

年
６
月
23
日
大
法
廷
判
決
（
国
分
寺
市
戸
籍
不

受
理
事
件
）
の
３
つ
が
あ
る
の
で
、
概
要
を
紹

介
す
る
の
で
、
是
非
判
決
を
読
ん
で
い
た
だ
き

た
く
思
う
次
第
で
あ
る
。

法令相談室から

法令相談室から

令
和
３
年
を
振
り
返
っ
て

全
国
市
長
会
顧
問
弁
護
士　
　

松ま
つ
ざ
き崎　

勝ま
さ
る
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2 �

最
高
裁
令
和
３
年
２
月
24
日 

大
法
廷
判
決

１�　

事
案
の
概
要
等
に
つ
い
て

⑴�　

本
件
は
、
那
覇
市
の
管
理
す
る
都
市
公
園
内

に
建
築
さ
れ
た
孔
子
等
を
祀
っ
た
施
設
（
久
米

至
聖
廟
。
本
件
施
設
）
に
つ
い
て
、
那
覇
市
が

公
園
使
用
料
を
免
除
し
た
こ
と
を
め
ぐ
る
住
民

訴
訟
で
あ
る
。

⑵�　

那
覇
市
の
住
民
で
あ
る
原
告
は
、
那
覇
市
長

が
孔
子
廟（
本
件
施
設
）を
建
築
、
管
理
し
て
い

る
一
般
社
団
法
人
に
対
し
、
都
市
公
園
内
に
孔

子
廟
の
建
築
を
認
め
た
う
え
、
公
園
使
用
料
を

免
除
し
た
こ
と
は
、
憲
法
20
条
、
同
89
条
に
違

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
財
産
管
理
を
怠
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
那
覇
市
長
を
被
告
と
し
て
住

民
訴
訟
を
提
起
し
、
上
記
一
般
社
団
法
人
は
補

助
参
加
人
と
し
て
訴
訟
に
参
加
し
た
の
で
あ

る
。

⑶�　

本
件
に
つ
い
て
は
、
①
第
１
次
第
１
審
判
決

（
那
覇
地
裁
平
成
28
年
11
月
29
日
判
決
）、
②
第

１
次
控
訴
審
判
決
（
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
平
成

29
年
６
月
15
日
判
決
）、
③
第
２
次
第
１
審
判

決
（
那
覇
地
裁
平
成
30
年
４
月
13
日
判
決
）、

④
第
２
次
控
訴
審
判
決
（
福
岡
高
裁
那
覇
支
部

平
成
31
年
４
月
18
日
判
決
）
が
存
在
す
る
の
で

あ
り
、
本
判
決
は
、
被
告
が
敗
訴
し
た
前
記

④
第
２
次
控
訴
審
判
決
の
上
告
審
判
決
で
あ
る
。

２　

主
文

⑴�　

参
加
人
の
上
告
を
棄
却
す
る
。

⑵�　

原
判
決
中
第
１
審
原
告
敗
訴
部
分
を
破
棄

す
る
。

⑶�　

前
項
の
部
分
に
つ
き
、
第
１
審
被
告
の
控
訴

を
却
下
し
、
参
加
人
の
控
訴
を
棄
却
す
る
。

⑷�　

控
訴
費
用
及
び
上
告
費
用
は
第
１
審
被
告
の

負
担
と
す
る
。

３　

判
旨

　

�　

本
判
決
は
、
参
加
人
が
本
件
施
設
で
行
な
っ

て
い
る
祭
禮
等
に
つ
い
て
は
、「
宗
教
的
意
義

を
有
す
る
儀
式
と
い
う
ほ
か
な
い
。」
と
判
示
し

た
う
え
、「
本
件
施
設
に
つ
い
て
は
、
一
体
と

し
て
そ
の
宗
教
性
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
程
度
も
軽
微
と
は
い

え
な
い
」旨
を
判
示
し
、
結
論
と
し
て「
以
上
の

よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
、
社
会
通
念
に
照
ら
し

て
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
本
件
免
除
は
、
市

と
宗
教
と
の
関
わ
り
合
い
が
、
我
が
国
の
社
会

的
、
文
化
的
諸
条
件
に
照
ら
し
、
信
教
の
自
由

の
保
障
の
確
保
と
い
う
制
度
の
根
本
目
的
と
の

関
係
で
相
当
と
さ
れ
る
限
度
を
超
え
る
も
の
と

し
て
、
憲
法
20
条
３
項
の
禁
止
す
る
宗
教
的
活

動
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

と
判
示
し
、
那
覇
市
長
で
あ
る
被
告
の
公
園
使

用
料
を
免
除
し
た
行
為
は
違
法
で
あ
り
、
那
覇

市
長
が
参
加
人
に
対
し
、
公
園
使
用
料
１
８
１
万�

７
０
６
３
円
を
請
求
し
な
い
こ
と
は
違
法
で
あ

る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

４　

本
最
高
裁
判
決
の
意
味
に
つ
い
て

⑴�　

本
件
に
つ
い
て
は
、
前
記
で
述
べ
た
と
お
り
、

４
件
の
判
決
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
原
告
の

請
求
の
趣
旨
も
多
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

最
終
的
に
は
、
被
告
で
あ
る
那
覇
市
長
が
参
加

人
に
対
し
公
園
使
用
料
１
８
１
万
７
０
６
３
円

を
請
求
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
公
園
使
用
料

と
い
う
債
権
の
管
理
を
怠
る
も
の
で
あ
り
、
違

法
で
あ
る
と
の
最
終
判
断
が
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

⑵�　

憲
法
20
条
、
同
89
条
が
規
定
す
る
政
教
分
離

原
則（
政
教
分
離
規
定
）に
つ
い
て
は
、
最
高
裁

昭
和
52
年
７
月
13
日
大
法
廷
判
決
（
津
地
鎮
祭

判
決
）
や
最
高
裁
平
成
22
年
１
月
20
日
大
法
廷

判
決（
砂
川
市
空
知
太
神
社
訴
訟
判
決
）等
住
民

訴
訟
の
判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
本
最
高
裁
判
示
は
、
地
方
公
共
団
体
と
し

て
は
政
教
分
離
原
則
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

3 �

最
高
裁
令
和
３
年
３
月
２
日 

第
三
小
法
廷
判
決

１　

事
案
の
概
要
に
つ
い
て

⑴�　

本
件
は
、
国
の
補
助
金
を
め
ぐ
り
、
栃
木
県

が
国
に
返
納
し
た
１
億
９
６
５
９
万
０
９
５
６

円
に
関
し
、
栃
木
県
が
原
告
と
な
り
、
国
を
被

法令相談室から



MARCH 2022 市政 54

告
と
し
た
不
当
利
得
返
還
請
求
事
件
で
あ
る
。

⑵�　

本
件
補
助
金
は
、
国
か
ら
栃
木
県
、
栃
木
県

か
ら
宇
都
宮
市
、
宇
都
宮
市
か
ら
事
業
者

（
株
）エ
コ
シ
テ
ィ
宇
都
宮
へ
交
付
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
事
業
者（
株
）エ
コ
シ
テ
ィ
宇
都
宮
が

補
助
金
を
重
要
な
財
源
と
し
て
設
置
し
た
堆
肥

化
施
設
（
本
件
施
設
）
に
お
け
る
操
業
を
停
止

し
、
本
件
施
設
に
つ
い
て
、
担
保
不
動
産
競
売

に
よ
り
所
有
権
を
失
っ
た
こ
と
か
ら
問
題
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑶�　

本
件
に
関
連
し
て
、
栃
木
県
が
宇
都
宮
市
を

訴
え
た
①
宇
都
宮
地
裁
平
成
27
年
３
月
４
日
判

決
、
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
②
東
京
高
裁
平
成
27

年
７
月
15
日
判
決
（
な
お
、
当
判
決
は
最
高
裁

で
不
受
理
決
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
栃
木
県
敗

訴
で
確
定
し
て
い
る
。）
が
存
在
し
て
い
る
し
、

栃
木
県
の
住
民
が
原
告
と
な
っ
て
栃
木
県
知
事

を
訴
え
た
住
民
訴
訟
と
し
て
、
③
宇
都
宮
地
裁

平
成
28
年
３
月
23
日
判
決
、
そ
の
控
訴
審
判
決

で
あ
る
④
東
京
高
裁
平
成
29
年
１
月
26
日
判
決

（
な
お
、
当
判
決
も
最
高
裁
で
不
受
理
決
定
等

が
な
さ
れ
て
お
り
、
住
民
敗
訴
で
確
定
し
て
い

る
。）が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑷�　

本
件
の
争
点
は
、
栃
木
県
が
国
に
返
納
し
た

補
助
金
１
億
９
６
５
９
万
０
９
５
６
円
が
、
法

律
上
の
根
拠
な
く
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
、
換
言
す
れ
ば
、
国
が
栃
木
県
知
事
に
な
し

て
い
た
「
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」（
補
助
金
適
正
化
法
）
22

条
の
承
認
の
効
力
は
、
補
助
金
適
正
化
法
７
条

３
項
の
承
認
と
判
断
出
来
る
か
、
当
初
の
交
付

金
交
付
決
定
の
際
に
付
さ
れ
た
「
本
件
施
設
の

処
分
価
格
に
係
る
国
庫
補
助
金
額
」
を
納
付
す

る
と
の
附
款
が
有
効
か
否
か
で
あ
っ
た
の
で
あ

り
、
被
告
国
が
第
１
審
、
控
訴
審
で
敗
訴
し
た

こ
と
か
ら
被
告
国
が
上
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

２　

主
文

⑴�　

原
判
決
を
破
棄
し
、
第
１
審
判
決
を
取
り

消
す
。

⑵�　

被
上
告
人
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

⑶�　

訴
訟
の
総
費
用
は
被
上
告
人
の
負
担
と
す
る
。

３　

判
旨

　

�　

本
判
決
は
、
補
助
金
適
正
化
法
７
条
３
項
に

も
と
づ
く
承
認
と
補
助
金
適
正
化
法
22
条
に
も

と
づ
く
承
認
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
法
は
、

補
助
金
等
の
交
付
の
不
正
な
申
請
及
び
補
助
金

等
の
不
正
な
使
用
の
防
止
そ
の
他
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
並
び
に
補
助
金
等
の
交
付
の

決
定
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

（
１
条
）。
法
22
条
は
、
補
助
事
業
者
等
が
補
助

事
業
等
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
、
各

省
各
庁
の
長
の
承
認
を
受
け
な
い
で
、
補
助
金

等
の
交
付
の
目
的
に
反
し
て
使
用
し
、
譲
渡
し
、

交
換
し
、
貸
し
付
け
、
又
は
担
保
に
供
し
て
は

な
ら
な
い
旨
を
定
め
、
も
っ
て
財
産
の
処
分
を

制
限
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
補
助
事
業

等
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
財
産
が
処
分
さ
れ
、
補

助
事
業
者
等
に
よ
り
補
助
金
等
の
交
付
の
目
的

に
沿
っ
て
使
用
さ
れ
な
く
な
る
事
態
と
な
っ
て

は
、
当
該
目
的
が
達
成
し
得
な
く
な
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
、
当
該
承
認
は
、

こ
れ
を
得
る
こ
と
な
く
上
記
の
事
態
に
至
る
こ

と
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。」
と
判
示
し
、
続
け
て
「
そ
し
て
、
法
７
条

３
項
に
よ
る
本
件
交
付
決
定
条
件
も
、
間
接
補

助
事
業
等
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
財
産
が
補
助
金

の
交
付
の
目
的
に
反
し
て
処
分
さ
れ
る
こ
と
を

制
限
す
る
た
め
の
も
の
と
解
さ
れ
、
交
付
事
業

者
で
あ
る
被
上
告
人
が
当
該
財
産
の
処
分
に
係

る
承
認
を
す
る
に
際
し
て
関
東
農
政
局
長
が
す

る
承
認
は
、
こ
れ
を
得
る
こ
と
な
く
当
該
目
的

が
達
成
し
得
な
く
な
る
事
態
に
至
る
こ
と
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と

判
示
し
、
さ
ら
に
「
こ
の
よ
う
に
、
法
22
条
に

基
づ
く
承
認
と
法
７
条
３
項
に
よ
る
本
件
交
付

決
定
条
件
に
基
づ
く
承
認
は
、
そ
の
目
的
を
共

通
に
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
判

示
し
、
結
論
と
し
て
、「
以
上
に
検
討
し
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
承
認
は
、
法
７
条
３
項

に
よ
る
本
件
交
付
決
定
条
件
に
基
づ
い
て
さ
れ

た
も
の
と
し
て
適
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。」、「
本
件
附
款
も
無
効
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
。」
と
判
示
し
、
栃
木
県
が
国
に
返
納
し

た
補
助
金
に
つ
い
て
、
原
告
栃
木
県
の
法
律
上

法令相談室から
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法令相談室から

の
原
因
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
不
当
利
得
と
な

る
と
の
主
張
を
排
除
し
、
被
告
国
の
主
張
を
認

め
、
被
告
国
勝
訴
の
判
断
を
な
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

４　

本
最
高
裁
判
決
の
意
味
に
つ
い
て

⑴�　

本
件
に
つ
い
て
も
、
前
記
に
述
べ
た
と
お
り
、

住
民
訴
訟
を
含
め
て
４
件
の
判
決
が
存
在
す
る

の
で
あ
り
、
本
最
高
裁
判
決
は
、
い
わ
ゆ
る「
無

効
行
為
の
転
換
」
の
法
理
に
も
と
づ
く
判
断
を

な
し
た
も
の
と
評
価
出
来
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

⑵�　

い
わ
ゆ
る
補
助
金
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
の
立

場
、
県
の
立
場
、
市
町
村
の
立
場
が
そ
れ
ぞ
れ

存
在
す
る
の
で
あ
り
、
本
最
高
裁
判
決
は
、
市

と
し
て
は
、
国
の
補
助
金
は
あ
く
ま
で
特
定
の

目
的
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
と
い
う
原
点
を
踏

ま
え
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
よ

り
直
截
に
い
え
ば
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補

助
事
業
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
返
納
問
題
が

生
ず
る
こ
と
を
前
提
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

4 �

最
高
裁
令
和
３
年
６
月
23
日 

大
法
廷
決
定

１　

事
案
の
概
要
に
つ
い
て

⑴�　

本
件
は
、
婚
姻
届
に
「
夫
は
夫
の
氏
、
妻
は

妻
の
氏
を
称
す
る
」
旨
を
記
載
し
て
婚
姻
の
届

出
を
し
た
と
こ
ろ
、
国
分
寺
市
長
が
こ
れ
を
不

受
理
と
す
る
処
分
を
受
け
た
者
（
抗
告
人
）
が
、

上
記
処
分
が
不
当
で
あ
る
と
し
て
、
戸
籍
法

１
２
２
条
に
基
づ
き
、
同
市
長
に
上
記
届
出
の

受
理
を
申
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

⑵�　

本
件
の
争
点
は
、
夫
婦
同
氏
制
を
規
定
し
た

民
法
７
５
０
条
が
憲
法
24
条
等
に
違
反
す
る
も

の
で
あ
る
か
否
か
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

２　

主
文

⑴�　

本
件
抗
告
を
棄
却
す
る
。

⑵�　

抗
告
費
用
は
抗
告
人
ら
の
負
担
と
す
る
。

３　

判
旨

　

�　
「
民
法
７
５
０
条
の
規
定
が
憲
法
24
条
に
違

反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判

例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
最
高
裁
平
成
26
年

（
オ
）
第
１
０
２
３
号
同
27
年
12
月
16
日
大
法
廷

判
決
・
民
集
69
巻
８
号
２
５
８
６
頁（
以
下「
平

成
27
年
大
法
廷
判
決
」
と
い
う
。））、
上
記
規
定

を
受
け
て
夫
婦
が
称
す
る
氏
を
婚
姻
届
の
必
要

的
記
載
事
項
と
定
め
た
戸
籍
法
74
条
１
号
の
規

定
も
ま
た
憲
法
24
条
に
違
反
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
、
平
成
27
年
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
に
徴

し
て
明
ら
か
で
あ
る
。」

４　

本
最
高
裁
決
定
の
意
味
に
つ
い
て

⑴�　

我
国
は
民
法
７
５
０
条
に
お
い
て
、「
夫
婦

は
、
婚
姻
の
際
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
夫

又
は
妻
の
氏
を
称
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
夫
婦
同
氏
制
を
採

用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

⑵�　

本
最
高
裁
決
定
は
、
民
法
７
５
０
条
の
規
定

は
憲
法
に
違
反
し
な
い
旨
を
明
確
に
判
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

⑶�　

近
時
、
親
子
関
係
、
夫
婦
関
係
を
い
か
に
考

え
る
か
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
存
在

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
最
高
裁
決
定
が
い

み
じ
く
も
判
示
す
る
と
お
り
、「
夫
婦
の
氏
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
制
度
を
採
る
の
が
立
法
政

策
と
し
て
相
当
か
と
い
う
問
題
と
、
夫
婦
同
氏

制
を
定
め
る
現
行
法
の
規
定
が
憲
法
24
条
に
違

反
し
て
無
効
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
憲
法
適
合

性
の
審
査
の
問
題
と
は
、
次
元
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
件
処
分
の
時
点
に
お
い
て
本
件

各
規
定
が
憲
法
24
条
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
る

と
い
え
な
い
こ
と
は
上
記
の
と
お
り
で
あ
っ

て
、
こ
の
種
の
制
度
の
在
り
方
は
、
平
成
27
年

大
法
廷
判
決
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
国
会
で
論

ぜ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
柄
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」も
の
な
の
で
あ
る
。

5 

お
わ
り
に

１�　

我
国
は
法
治
主
義
の
民
主
国
家
で
あ
り
、
国

民
の
間
に
種
々
の
意
見
、
見
解
が
存
在
す
る
こ

と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
国
家
で
あ
る
。

２�　

私
は
弁
護
士
と
し
て
法
律
相
談
を
受
け
る
立

場
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
意
見
、
見
解
が
相

違
し
た
場
合
に
は
、
司
法
の
場
で
判
断
を
受
け

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
次
第

で
あ
る
。


